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➡解決に向けて

　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
は
、

　
○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

　

○
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保

　
　

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

　
　

る
法
律
（
通
称
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」）

　
　
の一部
を
改
正
す
る
法
律

　

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前

　
　
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総

　
　

合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

　
　

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

　
　
す
る
法
律

と
い
う
３
つ
の
法
律
を
合
わ
せ
て
、「
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
３
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、
子
育

て
を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
幼
児
期

の
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、「
質
の
高
い

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提

供
」、「
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
」、「
地
域

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
」
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◆
親
の
働
く
状
況
の
違
い
に
か
か

わ
ら
な
い
質
の
高
い
幼
児
期
の
学

校
教
育
・
保
育
を
受
け
た
い

◆
核
家
族
化
や
地
域
で
の
人
間

関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
家
庭
や

地
域
で
の
子
育
て
力
が
低
下

◆
子
ど
も
の
減
少
で
近
く
に
保

育
の
場
が
な
い

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育

を
総
合
的
に
提
供

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
あ
わ
せ

　
も
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普
及

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

親
子
が
交
流
で
き
る
拠
点
の
設
置
や

　

一
時
預
か
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
の
充
実

保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
、
待
機
児
童

の
解
消

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
設
整
備

地
域
の
保
育
を
支
援

　

地
域
型
保
育
給
付
に
よ
る
少
人
数
保

　
育
施
設
の
支
援

　

親
が
子
育
て
を
す
る
時
や
、
子
ど
も
が
育
っ

て
い
く
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
関
わ
り

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
核
家
族

化
が
進
み
、
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
も
薄
れ
つ

つ
あ
る
今
、
身
近
に
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
、

子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
な
ど
、
子

育
て
の
負
担
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
お
母
さ
ん

た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
１１
月
に
未
就
学
児
の
保
護
者
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、「
子
育
て
に

日
常
的
に
関
わ
る
者
」に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
父
母
と
も
に
」
が
６２
・
４
％
で一番
多
か
っ
た
も

の
の
、「
母
親
だ
け
」
と
い
う
回
答
も
３１
％
あ

り
ま
し
た
。「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
っ
た
父
親
の
育

児
参
加
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
現
在
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
母
親
一
人
で
子
育
て
を
担
っ
て
い
る
家

庭
が
多
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　
子
育
て
で
悩
ん
だ
と
き
、
気
軽
に
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
り
、
情
報
交
換
が
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
り
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
負
担
も

軽
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
子
育
て
に
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
は
つ
き
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
は
思
っ
た
以
上
に
早
く
、「
立
っ
た
」

「
歩
い
た
」「
し
ゃ
べっ
た
」こ
と
は
お
母
さ
ん
に
と
っ

て
日
々
の
育
児
を
癒い

や
し
て
く
れ
る
出
来
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
寝
て
い
る
と
き
が
天
使
」
だ

け
で
な
く
、
い
た
ず
ら
っ
子
で
も
わ
が
子
は
か
わ

い
い
!!
を一緒
に
分
か
ち
合
え
る
仲
間
の
存
在
は

あ
り
が
た
い
も
の
で
す
よ
ね
。 

　

子
育
て
は
ひ
と
り
で
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
た
ま
に
は
息

抜
き
を
す
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
と
き
、気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
が

「
山
北
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

■
教
育
・
保
育
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
場

合
は
、
町
へ
申
請
し
、
保
育
の
必
要
性

等
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
保
育
所
へ
の
入
所

と
セ
ッ
ト
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
客

観
的
な
基
準
に
よ
っ
て一
人
ひ
と
り
の
お

子
さ
ん
の
保
育
の
必
要
性
を
判
断
し
ま

す
。）

■
町
か
ら
受
け
た
認
定
に
合
わ
せ
て
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
設
を
お
選
び
い
た
だ
き
ま

す
。

　
（
利
用
す
る
施
設
を
選
ぶ
場
合
に
は
、
町

な
ど
に
よ
る
相
談
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。）

■
保
護
者
が
就
労
等
に
よ
っ
て
昼
間
家
庭
に

い
な
い
児
童
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
利
用
で
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
と
は
？

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
？

子
育
て
の
現
状

子
育
て
を
楽
し
く
す
る
た
め
に

新
制
度
の
目
的
は
？

町
で
は
、
有
識
者
や
子
育
て
中
の
保
護
者

で
構
成
さ
れ
た
「
山
北
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
を
開
催
し
、
子
育
て
家
庭
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
地
域
で
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
体
制
を
目

指
し
て
い
く
た
め
、「
山
北
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

応援します!子育てライフ!!
       ー平成２７年４月から          
                    　「子ども・子育て支援新制度」がスタートー

幼児期の教育・保育地域の子ども・
子育て支援を総合的に推進

子育てをめぐる課題

平成２４年８月に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会を目指すことを目的とした「子ども・
子育て関連３法」が成立しました。

子ども・子育て支援新制度は、これらの法律に基づいた新しい制度で、平成２７年４月からスタートする予定です。
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山
北
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
わ
が

家
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
と
、
明
る
く
広
い
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
子

育
て
ひ
ろ
ば
）
で
、
お
子
さ
ん
も
の
び
の
び
と

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
方
法
は
簡
単

で
、
初
め
て
の
ご
利
用
の
際
に
お
名
前
を
登

録
さ
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
利
用
料
は

無
料
で
予
約
も
不
要
、
親
子
で
遊
ん
だ
り
子

育
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
と
、
子
育
て
す

る
方
々
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
由
に

お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
時
に
は

困
ら
せ
て
・
・
・
。　

仲
間
が
い
れ
ば
、
子

育
て
に
関
す
る
色
々
な
こ
と
が
共
有
で
き
ま

す
。
ま
た
、
開
所
中
は
常
時
、
明
る
く
頼
れ

る
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
悩
み
や
疑
問
に
お

答
え
し
、
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ

さ
ん
も
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

誰
か
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
話
せ
な
い
と
い
う
方

は
、
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も 

だ
れ
で
も

お
気
軽
に

　

町
で
は
、「
子
ど
も
は
地
域
全
体

で
見
守
り
育
て
て
い
く
も
の
」
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
手
で

お
互
い
に
支
え
あ
い
、
子
育
て
家

庭
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

interview
月に１、２回利用しています。

上の子が、家だと体力があり余
るので、時々ここで遊ばせてい
ますが、家よりも広く、走り回
れるところがいいです。また、

家だと大人ばかりで、近所にも同じ年くらいの子どもが
いないので、ここで子ども同士で関われることが一番い
いですね。 

１年半ほど前から利用し、仕事が平日休みのときは
私が、私が仕事のときは母が、子どもを連れてきていま
す（現在は育休中）。とくに、お話し会の日はなるべく
来るようにしています。

森田 陽子さん
　　 陽

ひ な
菜ちゃん

　　 藍
あ い と

利くん

今まで２、３回しか利用したことがなく、下
の子は今日初めて来ました。上の子の習い事が一
緒だったお友だちに誘われて、ここに来るように
なりましたが、おもちゃがいっぱいあり、子ども

がのびのびと遊べるのでいいですね。下の子に手がかかって、上の子の面
倒が見られない分、上の子の発散にもなっていると思います。幼稚園や保
育園に通園していないので、これからも利用したいと思います。 

安藤 恵子さん（子育てアドバイザー）

　子育て支援センターの子育てアドバイ
ザーは5名で、開所中は常時3、4名がいま
す。多いときは1日で延べ100人くらいの
利用があり、町内の方はもちろん、町外で
は開成町・大井町・南足柄市・小田原市・
小山町・御殿場市などの方も利用されてい
ます。ここの施設は、子どもが走りまわっ
て遊べる広いスペースがあり、昼食も11時
40分になるとテーブルを出してフリース
ペース内でとることができるので、お弁当
を持参されたり、ともしびショップから出
前を取ったりと、移動せずに済むのでママ
たちに好評です。また、冷蔵庫や電子レン
ジも自由に使え、利用者の年齢制限もして
いないので、夏休みになると小学生が来る
こともあります。土曜日には、子どもが日
頃どんなところで遊んでいるか見たいと
いってパパが来ることも。たくさんの方に
気軽に利用していただきたいです。

山北町子育て支援センター 
場　所　山北町健康福祉センター　２階 
OPEN　月曜日～金曜日・第１土曜日 
　　　　（第１土曜日が祝日の場合は第２土曜日） 
　　　　午前１０時～午後３時 
電　話　７５ー０８１８ （FAXも同じ） 
ホームページ 
http://www.yamakita-kosodatesien.jp/

南雲 直美さん
　　 友

ゆ あ
愛ちゃん

　　 望
み く

玖ちゃん
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　町では人口の減少対策として、定住促進のために
様々な事業を行っており、町外へ情報を発信してい
ます。最近になってその成果が出始め、『山北町に
家を借りて住んでみたい』『自然豊かな場所に家を
建てたい』等の問合せが多く寄せられるようになり
ました。しかし、山北町へ移住を希望している方に
対して貸家や売家、売地等が十分に確保されていな
いため、物件を紹介できないというのが現状です。

　人口減少に歯止めをかけ、若い世代の方に山北町
に来てもらうためにも町民の皆さんのご協力が必要
です。ぜひ皆さんがお持ちの空き家、空き地を町に
登録し、移住希望者へ提供してみませんか。

　町では定住促進のために「やまきた定住協力隊」
を組織し、山北・岸・向原・共和・清水・三保地域
の各地域に１名ずつ隊員を配置しています。隊員は
各地域の物件の掘り起しや情報収集を行っています
ので、隊員がお伺いした際にはご協力いただきます
ようお願いします。　

　隊長  （三保担当）　：山口　利一
　隊員  （山北担当）　：津田　憲一郎
　 〃 　（岸担当）　　：福岡　健一
　 〃 　（向原担当）　：湯川　恵子
　 〃 　（共和担当）　：石井　誠一
　 〃 　（清水担当）　：武尾　良夫
　アドバイザー　　   ：佐藤　和寛
　（宅建業者）

　物件の所有者と移住希望者との仲介や契約手続き
に関しては、町と提携を結んだ神奈川県宅建協会の
会員である専門の不動産業者が行います。契約段階
からは民間の賃貸物件や売却物件と手続き等はほぼ
変わりませんのでご安心ください。 移住希望者と空き家見学ツアーを行っています

登 録 の 流 れ
　　　　１．空家等情報登録申込書に記入し、役場 
　　　　　　定住対策室に提出。
　　　　２．町と宅建業者とで申込書の物件を調査・ 
　　　　　　確認。
　　　　３．適切であると認められれば登録を行 
　　　　　　い、移住希望者に情報提供。
契 約 の 流 れ
　　　　１．移住希望者が町又は宅建業者に物件 
　　　　　　の問合せ。
　　　　２．移住希望者及び町、宅建業者とで物件 
　　　　　　の確認。
　　　　３．移住を希望する場合、宅建業者が移住 
　　　　　　希望者と所有者と要望等の調整。
　　　　４．調整の結果、条件等両者合意のもと、 
　　　　　　宅建業者が仲介・手続きを行い、契約。

空き家を定住促進に活用しませんか？
山北町に住みたい！！
　　　　　　　　けど物件が・・・

物件を提供してみませんか？

地域と協力して
　　　　　 物件を探しています！

安心して相談してください！！

空き家等を提供する際は、町の登録制度があります

物件

町
宅建業者

移住希望者 所有者

登録

所有

問合せ

情報
提供

賃借希望

調査・確認

※敬称略
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【問合せ】定住対策室定住対策班
　　　　 （電　話）７５－３６５０
　　　　 （ＦＡＸ）７５－３６６１
　　　　 （メール）
　　　　  teijyu@town.yamakita.kanagawa.jp

行政文書公開請求の処理状況
公開したもの 3件

行政文書の一部に個人名等が
記載されていたため、その部分
を除いて公開したもの

1件

町が保有していないため
不存在としたもの

2件

【問合せ】総務防災課庶務班
　　　　 （電話）７５－３６４３

条 件
　１．空き家を移住希望者に貸し出す予定で、申請 
　　　時に移住希望者と賃貸借契約等を締結してい 
　　　る方。
　２．１戸の空き家に対し、１回限り10万円を限度 
　　　として助成。
　３．助成対象修繕。
　　　・床の改修
　　　・トイレ、風呂、台所の改修
　　　・雨漏り等による屋根の改修
　　　・その他補助することが適当と認められる
　　　　内部改修費用
　４．移住希望者が5年以上継続して居住する事。

申 請 方 法
１．空き家の修繕実施前に次の書類を提出してくだ 
　　さい。
　　・空家活用助成金交付申請書
　　・修繕にかかる見積書の写し
　　・修繕内容の分かる書類
　　・修繕箇所の写真
　　・移住希望者の前年度分の市区町村民税等の 
　　　滞納がないことを証する書類
　　・移住希望者が町内に居住することを証明する 
　　　書類（契約書等）
　　・移住希望者が５年以上継続して居住する事を 
　　　証明する書類（誓約書等）
２．書類等の審査を行い、適切であると認められれ 
　　ば交付を行います。

空き家・空き地を提供したい方が
いらっしゃいましたら、
お気軽にお問合せください。

　町では、移住が決まった空き家物件の修繕にも助成を行っていますので、ご活用ください。

　町が保有する行政文書を皆さんの請求に応じて公
開する情報公開制度を実施しています。平成２５年
度の行政文書公開請求件数は６件ありました。
　また、個人情報の取り扱いによる個人の権利利益
の侵害を防ぐため、町が保有する個人情報の取り扱
いについて、基本的なルールを定める個人情報保護
制度を実施しています。平成２５年度は開示の請求
が１件ありましたが、町が保有していないため不存
在としました。
　総務防災課の情報公開窓口において、情報公開制
度や個人情報保護制度の案内や請求の受け付けを
行っています。

空き家の修繕に助成をしています（空家活用助成金）

平成２５年度
情報公開制度の運用状況をお知らせします

助成金を活用した修繕（イメージ）
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後期高齢者医療保険
平成２６・２７年度の保険料が変わります
後期高齢者医療制度は、主に75歳以上の方が被保険者となる高齢者のための医療制度です。この制度では、高齢者の

医療費の財源について、９割を公費（国・県・市町村負担金）と他の医療保険からの支援金で賄い、残りの約１割を被
保険者の保険料で賄っています。

神奈川県後期高齢者医療広域連合では、制度の安定した財政運営を図るため、２年ごとに保険料の見直しを行ってい
ます。今回、平成２６・２７年度の保険料の見直しを行い、保険料の計算の基となる保険料率等が変わります。

平成２６～２７年度の保険料
皆さんの今回の保険料は、この表の新しい保険料率で計算しています。

期　間
項　目

（新）
平成２６～２７年度

（旧）
平成２４～２５年度

差
（新－旧）

均等割額（年額） ４２，５８０円 ４１，０９９円 １，４８１円
所得割率 ８．３０％ ８．０１％ ０．２９％

１ 保険料の計算の仕組みについて
平成25年中の所得に基づき、国及び神奈川県後期高齢者医療広域連合の定めた計算方法で、平成26年度の保険料額

を計算します。

年間保険料額
＊限度額：57 万円 ( 年額 )

均等割額
年額 42,580 円＝ 所得割額

( 前年の総所得金額等から基礎控除
３３万円を控除した額）× 8.30％

＋

保険料については
　７月中旬に送付する「平成２６年度後期高齢者医療保険料
額決定通知書」で、保険料額をお知らせします。詳細につい
ては、通知をご覧ください。

【問合せ】保険健康課保険年金班（電話）７５－３６４２

被保険者証の更新のお知らせ
　現在、お使いの被保険者証の有効期限は７月31日で
す。８月１日からお使いいただく新しい被保険者証は、
７月中旬に郵送します。

2 保険料の軽減について
 (1) 均等割額の軽減

同じ世帯の被保険者の方すべてと世帯主の前年の総所得金額等を合計した額が、次の表の基準以下に該当する方は、
均等割額（42,580円）が軽減されます。

世帯の総所得金額等の基準 軽減割合 軽減される額 軽減後の均等割額
・33 万円 8.5 割 36,193 円 6,387 円

・上記の世帯のうち、被保険者全員が年金収入８０万円以下（そ
の他の各種所得なし）の場合

9 割 38,322 円 4,258 円

・33万円＋（24万5千円×当該世帯に属する被保険者数
　＜被保険者である世帯主を除く＞）

５割 21,290 円 21,290 円

・33万円＋（45万円×当該世帯に属する被保険者数） ２割  8,516 円 34,064 円
軽減判定の対象となる総所得金額等の算定では、基礎控除額（33万円）の控除はありません。また、65歳以上の方に係

る税法上の公的年金等控除を受けている方は、公的年金所得から高齢者特別控除額15万円を控除した金額で判定します。
 (2) 所得割額の軽減　　所得割額が5割軽減されます。

保険料の賦課のもととなる所得金額（前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）を控除した額）が58万円以下
の方は、所得割額が5割軽減されます。
 (3) 会社の健康保険などに被扶養者として加入していた方　　均等割額が9割軽減されます（所得割額の負担はありません。）

後期高齢者医療保険制度の被保険者となる日の前日に、全国健康保険協会管掌健康保険・船員保険・健康保険組合・共済組
合の被扶養者であった方が対象となります。（国民健康保険及び国民健康保険組合に加入されていた方は対象とはなりません。）
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　めまいや倦怠感、手足のしびれなど
体に変調を感じたり、変調を訴える人
が出たりした場合は、すぐに医師の診
察を受けましょう。熱中症が疑われる
場合は、躊

ちゅうちょ
躇せずに救急車を要請しま

しょう。 

【問合せ】保険健康課健康づくり班 
　　　　（電話）７５－０８２２

【問合せ】
東京電力㈱ 
神奈川カスタマーセンター第二

（電話）０１２０－９９－５７７６

毎月の電気ご使用量と料金をはじめ、 
お客さまのライフスタイルに合った料金
メニューや省エネなどのアドバイスを
インターネットで簡単にご確認頂ける
サービス（登録無料）です。
※ ご 家 庭 や 商 店・ 事 務 所 な ど 低 圧 
　（１００Ｖ／２００Ｖ）の電気をご契約 
　されている方が対象となります。

詳しい情報はホームページでご確認ください。
http://www.tepco.co.jp/kakeibo/

※スマートフォン
以外の携帯電話
からのご利用は
できません

■わが家の電気料金をネットで簡単 
　チェック
■同じ契約容量の平均使用量と比較
■料金メニューを比較シミュレー 
　ション

初夏は気温の変動が大きく、体の順応も不十分であることなどが影
響し、熱中症を引き起こしやすくなります。熱中症は、気温が高いこ
とで体内の水分や塩分のバランスが崩れる、湿度が高いと汗が蒸発し
づらくなり体温の調整がうまくできない、などの原因から起こりま
す。熱中症予防のため、次のことに注意しましょう。 

・こまめに水分や塩分を補給しましょう。 
・屋外では帽子をかぶる、日傘を使用するなどの日よけ対策を 

　　しましょう。 
・なるべく涼しいところで過ごす、体を冷やすなど、体に負担を 

　　かけないようにしましょう。 
・熱帯夜を快適に過ごす工夫をし、十分な休息を取りましょう。

熱中症に注意しましょう

サーキュレーター

参　考　　環境省熱中症予防情報サイト （URL　http://www.wbgt.env.go.jp/doc_prevention.php）

でんき家計簿 検　索←
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県西地域
県西地域は、今年の夏も魅力あふれるイベントが盛りだくさん！

ぜひお出かけください！
県西地域は、今年の夏も魅力あふれるイベントが盛りだくさん！

ぜひお出かけください！

日にち イベント名 開催地 時間 場所 内容 問合せ

7月20日(日) 湯河原温泉
海上花火大会 湯河原町 20:00～20:30 湯河原 

海水浴場沖合 約 6,000 発の大輪の花が夏の夜空を彩る。 観光課 
電話 63-2111

8月 2日（土） 
※天候不良の場
合は、4日（月）に
延期

小田原酒匂川 
花火大会 小田原市 19:10～ 酒匂川 

スポーツ広場

打ち上げ数 5,000 発。スターマインを皮切りに、日本の
伝統的な花火に加え、エンターテイメント性の高い花火
ショーを繰り広げる。中でも、酒匂川を横断する、高さ
30 メートル、全長 300 メートルもある「ナイアガラ」
は圧巻。

観光協会　　　　 
電話 22-5002

8月 3日(日） 湯河原温泉 
海上花火大会 湯河原町 20:00～20:30 湯河原 

海水浴場沖合 約 6,000 発の大輪の花が夏の夜空を彩る。 観光課 
電話 63-2111

8月10日(日）
※荒天順延 丹沢湖花火大会 山 北 町 20：00 

（花火打ち上げ） 丹沢湖駐車場
会場では夕方から和太鼓や郷土芸能などが行われる。花
火は約 2,500 発が湖上から打ち上げられ、特に丹沢湖の
水中花火は好評。花火の音が周囲の山々に反響し迫力あ
る響きが楽しめる。

丹沢湖花火大会 
実行委員会 
電話 75-3646

8月23日(土) あしがら花火大会 松 田 町・ 
開 成 町

20:00 酒匂川 
町民親水広場

松田町と開成町で合同で開催。夏の終わりに、華やかな
花火が酒匂川の夜空を彩る。

観光協会 
電話 85-3130

￥￥￥

日にち イベント名 開催地 時間 場所 内容 問合せ

8月31日（日）
　　　  まで 灯街道・箱根湯本 箱 根 町 19：00頃点灯 湯本 

早川沿い
寄木細工模様の灯籠で川沿いの歩道をライトアップし夏
の夜を演出する。各種イベントもあり（時間は催しによ
る）。

総合観光案内所 
電話 0460 
 　　85-5700

7月20日(日） カヌーマラソン 
IN丹沢湖 山 北 町 9：30 

（開会式） 丹沢湖
豊かな森林 ( もり ) と清流のまち“やまきた”を漕（こ）ぐ、
さわやかレクリエーションレース。自然豊かな丹沢湖へ、
色とりどりのカヌーが全国各地から集結！　

生涯学習課 
電話 75-3649

7月26日（土）・
　  27日（日）

小田原ちょうちん 
夏まつり 小田原市 12：00～

小田原城址公
園二の丸広場
及びその周辺

歴史に名を残す「小田原提灯」をシンボルとしたイベント。
小田原城址公園内のメイン会場では、ちょうちん踊りコン
クールや小田原城太鼓合戦、周辺の沿道では、自治会み
こしパレードなどのさまざまなイベントが行われる。お
堀には、地元小学生が製作した約 2,300 個の小田原ちょ
うちんが飾られ、夜には明かりが灯る。

観光協会　　　　　
電話 22-5002

日にち イベント名 開催地 時間 場所 内容 問合せ

7月26日(土) 納涼花火大会＆ 
サンバパレード 湯河原町 19:00～21:00 観光会館 

～泉公園
国内トップクラスのサンバチームが温泉街をパレード。
ゴールの泉公園では手筒花火と打ち上げ花火もあり。

観光協会 
電話 64-1234

7月31日（木） 湖水まつり

箱 根 町

20：00 芦ノ湖 
（元箱根）

芦ノ湖の九頭龍伝説の史実に基づく神事の後に、数百の灯
籠が浮ぶ湖上で色鮮やかな花火が打ち上げられ、芦ノ湖夏
まつりウイーク（8月5日（火）まで）のスタートを飾る。 総合観光案内所 

電話 0460 
　　 85-5700

8月 2日（土）

箱根園サマー
ナイトフェスタ 20:00～20:30 芦ノ湖 

（箱根園） 水上花火大会と各種イベントが開催される。

岩海岸夏まつり 真 鶴 町 夕方～ 岩海岸 灯籠流し、盆踊り、海上花火を実施。 観光協会 
電話 68-2543

8月 4日（月） 湖尻龍神祭

箱 根 町

19：30 芦ノ湖 
（湖尻）

芦ノ湖の守護神である九頭龍明神の祭りで、静寂漂う湖
畔で御神火（ごじんか）などが灯される中、迫力満点の
水上花火大会が行われる。

総合観光案内所 
電話 0460 
　　 85-5700

8月 5日（火） 鳥居焼まつり 20：00 芦ノ湖 
（箱根）

湖上の鳥居に火を放ち、水面に映る火影を龍神に捧げて
旅人の無病息災を願う故事伝承を基にした神事と、燃え
上がる鳥居の上空で幻想的な水上花火大会が行われ、芦
ノ湖夏まつりウイークのクライマックスを彩る。

8月16日(土） 箱根大文字焼 19：30～20：10 強羅
大正時代から続く伝統行事で、松明（たいまつ）で描か
れた「大」の字が赤々と燃える明神ヶ岳山頂を背景に打
ち上げられるダイナミックな花火と、「大」の字の下を流
れ落ちる「ナイアガラの大滝」が必見。

花 火 大 会

そ の 他 の ま つ り ・ イ ベ ン ト

花 火 大 会 と ま つ り ・ イ ベ ン ト
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５
月
10
日
（
土
）
神
奈
川
県
戦
没
者
慰
霊
堂
で
行
わ
れ
た
神

奈
川
県
戦
没
者
追
悼
式
に
お
い
て
、
瀬
戸
茂
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
瀬
戸
茂
さ
ん
は
、
山
北
町
戦
没
者
遺
族
会
の
会
長
な
ど
を
歴

任
し
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
評

価
さ
れ
て
、
今
回
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
福
岡
初
江
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
任
期
は

平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
６
月
30
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
人
権
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の

被
害
者
を
救
済
し
た
り
す
る
ほ
か
、
人
権
に
つ
い
て
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。【

問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

日にち イベント名 開催地 時間 場所 内容 問合せ

7月27日(日) 洒水の滝まつり 山 北 町 9：30
（神事） 洒水の滝

「日本の滝百選」、「全国名水百選」に選ばれている名瀑で、
雄大な姿は三段からなり、落差は一の滝 69m、二の滝
16m、三の滝 29m という豪快な滝。洒水太鼓の演奏や、
火祭り、奉納舞踊、歌謡ショー、地場産品の販売なども
行われる。

観光協会 
電話 75-2717

7月27日(日)・ 
     28日(月） 貴船まつり 真 鶴 町 終日 真鶴港周辺、

貴船神社ほか
国の重要無形民俗文化財に指定されている貴船神社の歴
史ある例大祭。海上渡御（かいじょうとぎょ）、鹿島踊り（か
しまおどり）、花山車（はなだし）、お囃子など。

観光協会 
電話 68-2543

8月 2日(土) 
※雨天の場合は、
3日（日）

大井よさこい 
ひょうたん祭 大 井 町 16：00～21：00 

(予定) 役場周辺
大井町最大の夏祭り。華やかに飾りつけられたけやき通
りとステージで、約 800 人の踊り手が、よさこいの軽快
なリズムに乗って、熱気あふれる踊りを披露し、真夏の
夜を彩る。

地域振興課 
電話 85-5013

8月 2日(土) 御神幸祭 箱 根 町 日中 箱根神社～ 
駒形神社

箱根神社から湖上を渡り箱根関所を中継し、古式ゆかし
く列が進む。

総合観光案内所 
電話 0460 
　　 85-5700

8月 2日(土)・ 
　　 3日(日)

足柄金太郎まつり 南足柄市
2日(土) 

19：00～21：00 
3日(日) 

15：00～20：45

2 日 ( 土 ) 
大雄山駅前広場

3 日 ( 日 ) 
富士フイルム
辻下グラウンド

お水送り、子どもショータイム、足柄ばやし、パレード（関
東地域最大級のねぶた登場）、神輿競演、盆踊り、子ども
ランドほか。

足柄金太郎まつり　
実行委員会 
電話 74-2111

湯河原やっさまつり 湯河原町
2日(土) 

18：00～21：00 
3日(日) 

18：00～19：30

2 日 ( 土 ) 
湯河原小学校
～桜木公園 
3 日 ( 日 ) 

幕山公園通り線

「やっさもっさ」の掛け声とともに、2,000 人を超える踊
り手や花車、神輿がパレード。

観光課 
電話 63-2111

8月 3日（日） 小田原みなとまつり 小田原市 9：00～ 小田原漁港 さわる水族館、漁船クルージング、鮎のつかみどりほか。 水産海浜課　　　　
電話 22-9227

8月 9日（土） 豊漁豊作祭・盆踊り 真 鶴 町 16：00～21：00 真鶴港 
岸壁広場 盆踊り・出典などを実施。 産業観光課　　　　

電話 68-1131

8月23日(土)

まつだ観光まつり 松 田 町 16：00～
酒匂川 

町民親水広場,
町内・松田山

酒匂川町民親水広場に設けられたステージで踊りや歌謡
ショーなどを行い、町内では大名行列赤坂奴 ( やっこ )、
まとい、神輿などのパレードを実施。

観光協会 
電話 85-3130

開成納涼まつり 開 成 町 14：30～21：00
（予定）

開成水辺 
スポーツ公園

あしがら花火大会の開催に合わせて、コンサートやバー
ベキュー、模擬店の出店など様々なベントを開催。

産業振興課 
電話 84-0317

8月23日（土）・ 
　  24日（日）

マナ真鶴 
～ハワイアンの夕べ～ 真 鶴 町

23日(土) 
14：00～20：00 

24日(日) 
10：00～19：00

お林展望公園 ヤシが揺れる南国情緒あるれる公園でのフラダンスの演
舞、ワークショップなど。

商工会　　　　　　
電話 68-0033

神
奈
川
県
戦
没
者
遺
族

　
　
援
護
事
業
功
労
者
表
彰

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
福
岡
初
江
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
再
任
さ
れ
ま
し
た

※天候等により延期または中止する場合があります。
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人じ
ん
け
ん権
と
は
「
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
の
、
誰だ

れ

か
ら
も
侵お
か

さ
れ
る
こ
と
の

な
い
基
本
的
な
権け

ん
り利

」
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
侵し

ん
が
い害
を
受
け
、
悩な
や

み
苦
し
ん
で
い
る
多

く
の
方
々
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

自
分
の
生
き
方
や
考
え
方
と
と
も
に
、
周ま

わ

り
の
人
の
個
性
を
認み
と

め
、
感
じ
取
れ
る
心
が

大
切
で
す
。

お
互
い
に
思
い
や
り
、
心
豊
か
で
町
民
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

配は
い
ぐ
う
し
ゃ

偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
ぼ
う
り
ょ
く

力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行こ
う
い為
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
犯は
ん
ざ
い罪

で
あ
る
こ
と
は
無む
ろ
ん論

の
こ
と
で
す
が
、重
じ
ゅ
う
だ
い

大
な
人
権
侵し
ん
が
い害と

も
い
え
ま
す
。

特
に
、
近
年
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被ひ
が
い
し
ゃ

害
者
が
警け
い

察さ
つ
し
ょ署に

相
談
し
、
注
意
を
受
け
た
相
手
が
逆さ
か
う
ら恨

み
か

ら
凶
き
ょ
う
こ
う

行
に
及
ぶ
と
い
う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

暴
力
は
誰
に
対
し
て
も
決
し
て
許ゆ
る

さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
一
年
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防ぼ
う
し止
及

び
被
害
者
の
保ほ
ご護
に
関
す
る
法
律
」（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）

が
成
立
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
防
止
法
は
、
そ
の
後
二
回

改
正
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
法
律
の
前
文
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、 

　
　

犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含ふ
く
む
重
大
な
人
権 

　
　

侵
害
で
あ
る
」「
被
害
者
は
、
多
く
の
場
合 

　
　

女
性
で
あ
り
、
経
済
的
自
立
が
困こ
ん
な
ん難
で 

　
　

あ
る
女
性
に
対
し
て
配
偶
者
が
暴
力
を
加
え 

　
　

る
こ
と
は
、
個
人
の
尊そ
ん
げ
ん厳
を
害が
い
し
、
男
女 

　
　

平び
ょ
う
ど
う等の
実じ
つ
げ
ん現
の
妨さ
ま
たげ
に
な
る
」
と
し
て
、 

　
　
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
女
性
の
人
権
問

　
題
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

②
暴
力
の
防
止
と
被
害
者
の
保
護
は
、
国
と
自じ
ち治 

　
　

体た
い
の
責せ
き
に
ん任
で
あ
る
と
明め
い
き記
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　

そ
の
た
め
、
国
は
基
本
方
針
を
定
め
、
都
道 

　
　

府
県
は
そ
れ
を
受
け
て
基
本
計
画
を
立
て
て 

　
　
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
Ｄ
Ｖ
の
専
門
相
談
機
関
で
あ
る
「
配
偶
者 

　
　

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
義ぎ
む務 

　
　

付づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
各
都
道
府
県 

　
　

は
、
各
地
に
複ふ
く
す
う数
の
支し
え
ん援
セ
ン
タ
ー
を
設
置 

　
　
し
て
被
害
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

④
保ほ
ご護

命め
い
れ
い令

の
申
し
立
て
が
で
き
る
よ
う
に 

　
　
な
り
ま
し
た
。
手
続
き
は
被
害
者
が
裁さ
い
ば
ん
し
ょ

判
所
に 

　
　
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
接せ
っ
き
ん
き
ん
し

近
禁
止
命
令 

　
　
や
退た
い
き
ょ去
命
令
な
ど
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

１ 

接
近
禁
止
命
令･･･

六
か
月
間
、
被
害
者
が 

　
　

新
た
に
住
む
住
じ
ゅ
う
き
ょ

居
や
職し
ょ
く
ば場

、
同
居
の
子
ど
も 

　
　

た
ち
の
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
生せ
い
か
つ
け
ん

活
圏
を
う 

　
　
ろ
つ
く
こ
と
を
禁き
ん
し止
す
る
命
令
で
す
。

２ 

退
去
命
令･･･

被
害
者
が
引ひ
っ
こ越

し
を
す
る
た 

　
　

め
に
、
加
害
者
に
対
し
て
、
二
か
月
間
、
家 

　
　
か
ら
出
て
い
く
こ
と
を
命
じ
、
か
つ
そ
の
間
、 

　
　

家
の
付ふ
き
ん近
を
う
ろ
つ
く
こ
と
を
禁
止
す
る
命 

　
　
令
で
す
。

保
護
命
令
と
は

脅お
び
やか

さ
れ
る
女
性
の
人
権

Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス)

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2014年7月 第97号
山北町教育委員会
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Ｊ
リ
ー
グ
の
サ
ッ
カ
ー
会
場
で
掲か
か

げ
ら
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
オ
ン

リ
ー
」
の
垂た

れ
幕ま
く

は
、
私
た
ち
日
本

人
の
差
別
に
対
す
る
認に
ん
し
き識
の
低ひ
く
さ
を

露ろ
て
い呈
す
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
に

対
す
る
差
別
は
、
残
念
な
が
ら
何
度

と
な
く
繰く

り
返か
え
し
行
わ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

『
小お
た
る樽

温
泉
の
外
国
人
入
浴
拒き
ょ
ひ否

』

『
浜
松
市
内
の
宝
石
店
外
国
人
立
ち

入
り
禁
止
』『
大
阪
府
内
の
眼め
が
ね鏡

店

外
国
人
入
店
禁
止
』『
四
国
各
地
の

お
遍へ
ん
ろ
き
ゅ
う
け
い
じ
ょ

路
休
憩
所
に
「
外
国
人
排
除
」
の
差
別
的

貼は

り
紙
』・
・
・
等
々
。

依い
ぜ
ん然
と
し
て
、
日
本
に
は
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
オ
ン
リ
ー
」
の
言げ
ん
ど
う動
が
問
題
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
社
会
全
体
に
浸し
ん
と
う透
し
て
い
ま
せ
ん
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で

は
、
人
種
平
等
を
強
く
訴う
っ
たえ
、「
人
種
的
差
別

撤て
っ
ぱ
い
て
い
あ
ん

廃
提
案
」
を
行
っ
た
の
は
、
他
な
ら
な
い
日

本
だ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
、
ま
ず
は
日
本
の
全

国
民
が
あ
ら
た
め
て
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
誇ほ
こ
れ
る
生
き
方
を
し
た

い
も
の
で
す
。

３ 

電
話
等
禁
止
命
令･･･

六
か
月
間
、
面
会
の 

　
　

要
求
や
無
言
の
電
話
、
メ
ー
ル
送
信
等
の
迷め
い

　
　
惑わ
く
行
為
を
禁
止
す
る
命
令
で
す
。

４ 

被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令

　

･･･

六
か
月
間
、
被
害
者
の
親
族
等
に
つ
き
ま 

　
　

と
っ
た
り
、
住
居
、
勤
務
先
な
ど
そ
の
親
族 

　
　

等
が
通
常
い
る
場
所
の
近
く
を
う
ろ
つ
い
た 

　
　
り
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
で
す
。

※
保
護
命
令
に
違
反
し
た
者
に
は
、
一
年
以
下 

　
　

の
懲
ち
ょ
う
え
き
役
ま
た
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰ば
っ
き
ん金
が 

　
　
科
せ
ら
れ
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
、

平
成
二
十
四
年
度
、
県
内
で
は
七
、七
四
〇
件
と
過

去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被

害
者
の
危き
け
ん険
度
が
高
い
場
合
、
緊
き
ん
き
ゅ
う
て
き

急
的
に
一
時
保

護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
に
緊
急
一
時
保
護
を
し
た
被

害
者
の
六
割
が
子
ど
も
を
同
伴
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
面め
ん
ぜ
ん前
で
の
Ｄ
Ｖ
も
児
童
虐ぎ
ゃ
く
た
い
待
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
子
ど
も
に
対
す
る
生
活
面
で
の

支
援
と
心
の
ケ
ア
も
必
要
で
す
。

家
庭
内
の
暴
力
を
相
談
す
る
こ
と
は
勇ゆ
う
き気

が
い

る
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
や
子
ど
も
の

安
全
や
将
し
ょ
う
ら
い
来
の
た
め
に
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

他
人
に
は
話
せ
な
い
と
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱

え
込
み
、
ま
た
、
だ
れ
に
も
相
談
で
き
な
い
と
困
っ

て
い
る
感
じ
の
人
は
ま
わ
り
に
い
ま
せ
ん
か
。

友
人
や
知
人
な
ど
に
は
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署
・
交
番
な
ど
に
相
談
し
て

み
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
    

県
内
の
「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

＊
女
性
相
談
所　

 

〇
四
五
―
三
一
三
―
〇
七
四
五

＊
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

〇
四
六
六
―
二
七
―
九
七
九
九

＊
女
性
へ
の
暴
力
相
談
「
週
末
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

 

〇
四
五
―
四
五
一
―
〇
七
四
〇

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2014年7月 第97号
山北町教育委員会

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

ま
ず
電
話
を
！

外
が い こ く じ ん さ べ つ

国 人 差 別・ 排
は い じ ょ し ゅ ぎ

除 主 義 を 助
じょちょう

長 す る

「Japanese Only」
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
森
谷　
敏
成
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
真
由
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
桜さ

き妃
ち
ゃ
ん    

７
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
海か
い
と斗

く
ん　
　
３
歳

森谷さん
ご家族
＜畑＞

我
が
家
は
、
主
人
、
私
、
７
歳
の
長
女

桜
妃
、
６
月
で
３
歳
に
な
っ
た
長
男
海
斗

の
４
人
家
族
で
す
。

長
女
の
桜
妃
は
、と
て
も
お
て
ん
ば
で
、

慌
て
ん
ぼ
う
な
性
格
で
す
が
、
小
学
２
年

に
な
り
学
校
で
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
、

最
近
少
し
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
き
た
か
な

と
感
じ
ま
す
。

長
男
の
海
斗
は
、
寝
て
い
る
時
以
外
は

止
ま
る
事
を
知
ら
な
い
ぐ
ら
い
動
き
回

り
、
暇
に
な
る
と
大
好
き
な
プ
ラ
レ
ー
ル

で
遊
ん
だ
り
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
変
身
す

る
台
詞
を
大
声
で
真
似
し
た
り
し
て
い
ま

す
。普

段
は
、
私
と
息
子
の
２
人
で
過
ご
す

時
間
が
多
い
で
す
が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
学

校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
待
っ
て
ま
し
た

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
「
さ
き
～ 

さ
き
～ 

一
緒
に
や
ろ
う
。」
と
誘
い
、
２
人
で
会

話
を
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と

微
笑
ま
し
く
感
じ
る
毎
日
で
す
。

学
校
が
休
み
の
土
曜
、
日
曜
は
朝
か
ら

叫
び
声
、
鳴
き
声
、
笑
い
声
と
静
か
な
時

が
な
い
ぐ
ら
い
騒
が
し
く
、
大
変
だ
な
ぁ

と
思
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
２
人

が
元
気
に
す
く
す
く
育
ち
、
成
長
の
過
程

だ
と
思
い
な
が
ら
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子

育
て
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
人
の
子
ど
も
も
、
人
へ
の
優
し
さ
と

思
い
や
り
を
持
っ
て
、
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
真
由
美
さ
ん
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
４
月
号
か
ら
６
回
に
わ

た
り
、
町
内
の
６
連
合
自
治
会
長
に
お
話
を
伺
っ

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
共
和
連
合
自
治
会
長
の

杉
本
君
雄
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
連
合
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
課

題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
多
く
の
自
治
会
や
町
内
会
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
住
民
自

治
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
和
連
合
自

治
会
も
同
様
で
、
平
成
２５
年
に
従
前
の
６
自
治
会
を
２

自
治
会
に
統
合
し
ま
し
た
が
、
会
長
の
担
当
範
囲
が
広

く
、
役
員
の
負
担
軽
減
と
担
い
手
不
足
に
対
す
る
取
り

組
み
が
さ
ら
に
必
要
で
す
。

ま
た
、地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

仮
称
つ
ぶ
ら
の
都
市
公
園
は
計
画
に
対
し
て
大
幅
に
遅

れ
、
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
は
撤
退
計
画
が
あ
り
、
対

応
を
町
や
議
会
と
と
も
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
住
民
の
安
心
・
安
全
へ
の
課
題
と
し
て
、

安
戸
交
差
点
で
の
右
折
時
の
信
号
待
機
問
題
と
、
防
災

面
で
は
、
消
防
団
員
の
減
少
等
に
よ
る
普
段
地
域
を
守

る
人
員
の
減
少
、
土
砂
崩
落
に
よ
る
通
行
止
め
等
が
発

生
し
て
い
る
状
況
な
ど
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

自
治
会
や
連
合
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
近
年
は
財
政
状
況
の
厳
し
い
時
代
で
、
行
政
に
言

え
ば
何
で
も
や
っ
て
く
れ
る
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
多

様
な
生
活
課
題
の
解
決
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
出
来
る
事
は
自

分
で
や
り
、
１
人
で
出
来
な
い
事
は
、
隣
近
所
や
友
人

と
と
も
に
や
り
、
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
・

支
え
る
と
い
う
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
自
助

や
共
助
で
出
来
な
い
事
を
改
め
て
行
政
に
依
頼
・
要
望

す
る
「
公
助
」
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
で
の
課
題
を
自
分

も
関
心
を
持
っ
て
相
談
し
合
い
、
行
動
す
る
こ
と
が
、

力
強
い
地
域
・
自
治
会
と
な
り
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
も
ら
え
る
自
治
会
運
営
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。」

連
合
自
治
会
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
課
題
の
解
決
は
、
役
員一人
で
や
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
報
告
す
る
・
連
絡
す
る
・
相
談
す
る
「
ほ
う
れ
ん

そ
う
」
が
重
要
で
す
。
今
、何
が
問
題
か
、い
つ
や
る
か
、

明
日
で
い
い
の
か
、
今
日
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
か
を

会
長
と
し
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１
の
課
題

で
あ
る
役
員
の
担
い
手
不
足
と
負
担
軽
減
へ
の
対
策
は
、

役
員
経
験
者
の
力
や
N
P
O
法
人
、
町
外
の
方
等
に
協

力
い
た
だ
き
、
会
長
が
や
る
も
の
、
会
長
の
代
わ
り
に

や
っ
て
い
た
だ
く
も
の
を
見
極
め
、
回
り
の
方
の
力
と
知

恵
を
お
借
り
し
て
、
役
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
の
都
市
公
園
の
遅
れ
や
大
野
山
乳
牛
育
成
牧

場
撤
退
計
画
に
つ
い
て
は
、
県
の
考
え
を
聞
く
中
で
、

地
元
や
町
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
良
い
方
向
へ
と
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
つ
目
の
住
民
の
安
心
・
安
全
対
策
で
は
、
安
戸
交

差
点
の
信
号
待
機
の
問
題
は
、
引
き
続
き
町
や
関
係
機

関
に
要
望
し
、
さ
ら
に
は
、
松
田
警
察
署
等
に
出
向
く

対
応
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
中
、
災
害
時
に
は
い
ち
早
く

駆
け
つ
け
る
の
が
地
元
で
す
。
ま
ず
地
域
が
動
き
、
地

域
が
消
防
団
員
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
も
我
々
の
役
割

と
思
い
ま
す
。
団
員
は
安
心
し
て
勤
務
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
元
消
防
団
へ
の
支
援
体
制
を
進
め
、
消
防
Ｏ
Ｂ

や
女
性
部
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
消
防
支
援
隊
組
織
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
、
地
域
の
安
全
・
安
心
は
地
域
で
守
る
を
合
い

言
葉
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。一歩
で
も
前
に
出
る
勇
気
と
、

皆
さ
ん
の
知
恵
と
汗
を
出
し
合
え
ば
、
き
っ
と
孫
の
代
に

も
誇
れ
る
地
域
が
で
き
ま
す
。」

町
の
人

杉
本　
君
雄
さ
ん

　
（
共
和
連
合
自
治
会
長
）
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第５７回山北町親睦ゴルフ大会の結果

一般の部で優勝された
荻野富久さん

　５月２７日、リバーサカワ・ゴルフクラブで第５７回
山北町親睦ゴルフ大会が開催されました。
　成績は、一般の部で増田英機さんがスコア８３、シニ
アの部（レディース含）では山口崇さんがスコア８３で
それぞれベスグロを獲得されました。
　なお、今大会の成
績は右表のとおりで
す。（敬称略）

休
日
の
ぐ
み
の
木
公
園

テ
ニ
ス
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
芝
生
と
遊

具
、
土
曜
日
や
日
曜
日
の
ぐ
み
の
木
公
園

は
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
、
高
校
総
体
の
県

予
選
会
で
優
勝
し
た（
平
島
・
遠
藤
ペ
ア
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
山
北
高
校
の
学
生

さ
ん
た
ち
が
大
き
な
掛
け
声
と
生
気
溌は
つ
ら
つ剌

な
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
８
月
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
た
。

隣
接
の
多
目
的
広
場
で
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
方
々
が
練
習
中
、

終
了
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
別
の
グ

ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

遊
具
の
あ
る
芝
生
の
所
で
は
、
何
組
も

の
親
子
連
れ
が
楽
し
げ
に
笑
い
声
を
弾
ま

せ
て
い
ま
し
た
。    （
中
村　
義
治
さ
ん
）

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
の
「
空

メ
ー
ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を
入
力
し

て
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
」
が
あ
る
場
合
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ

た
宛
先
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
指
示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

西
丹
沢
山
開
き

5
月
25
日
は
、
西
丹
沢
の
山
開
き
で
し

た
。
一
年
の
登
山
…　
山
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
バ
ス
も
増
発
で
、
た
く
さ
ん

の
お
客
様
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
…　
こ
の
時
の
宮
司
様
を
お
手

伝
い
す
る
の
が
三
保
地
区
の
女
の
子
。
10

代
の
三
保
地
区
の
女
の
子
が
巫
女
さ
ん
に

変
身
で
す
♪

「
あ
の
子
も
…　

も
う
巫
女
さ
ん
の
年

か
ぁ
～
」な
ん
て
地
域
の
お
じ
さ
ん
た
ち
、

感
慨
深
い
で
す
!!   

生
ま
れ
た
時
か
ら

知
っ
て
い
る
…　
そ
ん
な
地
域
性
の
ひ
と

コ
マ
で
す
。　
　
　
（
佐
藤　
直
美
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

  

配
信   

し
て
い
ま
す

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
等
の
受
信
拒
否
設
定
を

し
て
い
る
場
合
は
、
登
録
メ
ー
ル
が
返
信

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
定

を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。（
変
更
方
法
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
携
帯
電
話
機
の
販

売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

空メール送信先
宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

ＱＲコード

（docomo、au、softbank 共通）

一般の部

優勝 （町長杯） 荻野　富久

準優勝 （議長杯） 瀬戸　重義

３位 （教育長杯） 青木　茂

シニアの部
（レディース含）

優勝 （町長杯） 山口　崇

準優勝 （議長杯） 関　　正

３位 （教育長杯） 藤井　千世惠

４位 瀬戸　保

５位 湯川　靖法

６位 磯崎　政雄

ベスグロ
一般の部 増田　英機
シニアの部 

（レディース含） 山口　崇

※ベスグロ＝最高スコア
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第28号

　
町
で
行
っ
て
い
る
特
定
健
診
の
自
己
負

担
額
は
集
団
健
診
が
１
，０
０
０
円
、
施

設
健
診
が
１
，３
０
０
円
で
す
。

　
も
し
病
気
に
な
っ
て
入
院
す
る
と
、
多

額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前

に
、
健
診
を
受
け
て
病
気
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

悪
く
な
る
と
・
・
・

　
健
診
を
受
け
る
時
間
は
１
時
間
～
２
時

間
程
度
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
を
健

診
に
費
や
し
て
、
病
気
が
進
行
す
る
前
に

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
土
・
日
に
集
団
健
診
を
実
施

し
、
今
年
度
は
が
ん
検
診
も
同
時
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、特
定
健
診
は
町
内
、

　

な
ん
と
、
す
べ
て
に
異
常
な
し
の
方

は
、
た
っ
た
の
２
％
。
ほ
と
ん
ど
の
方

に
異
常
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
自
覚

症
状
が
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
、
油
断
は

禁
物
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
早

期
に
病
気
の
芽
を
み
つ
け
て
、
断
ち
切
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

な
ど
重
い
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）」
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）」
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
診
査
で
、
40
～

74
歳
の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
町
で
行
う
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
他
の
医
療
保
険
（
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
（
家
族
を
含
む
）
は
、
加

入
さ
れ
て
い
る
保
険
者
（
組
合
等
）
で
特

定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
山
北
町
の
特
定
健
診
の

結
果
で
す
。

家
族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

今
年
度
よ
り
、
が
ん
検
診
も
同
日
に
実
施
！

足
柄
上
地
区
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
健
診
日
程
等
、
詳
細
は
町
民
カ
レ
ン

　
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
保
険
健
康
課

　
　
　
保
険
年
金
班

　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
２

　
　
　
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
（
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

7
月
16
日（
水
）　
「
ハ
ー
ブ
」湯

7
月
26
日（
土
）　
風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日

ご
利
用
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町

H
P
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い 健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

①
「
何
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
」

と
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
健
診
を
受

け
て
い
な
い
あ
な
た
・
・
・

②
「
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
と
健
診

を
受
け
て
い
な
い
あ
な
た
・
・
・

③
「
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
忙
し

く
て
健
診
を
受
け
て
い
な
い
あ
な

た
・
・
・

要経過観察

精密検査

治療継続

異常なし 生活注意

３ヶ月以内
再検査

22%

12%

2% 2%

34%

28%

１
年
間
で
か
か
る
医
療
費
は
？

通院

高
血
圧
：
約
７
万
円

糖
尿
病
：
約
17
万
円

高
脂
血
症
：
約
９
万
円

入院

医
療
費
の
総
額

心
疾
患
：
約
４
０
０
万
円

脳
血
管
疾
患
：
約
２
０
０
万
円
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申込み期間：７月5日（土）～７月１2日（土）

※申込みは、本人又は保護者の方が行ってください。
　定員を超えた場合は、抽選となります。
※抽選の結果は、７月１８日（金）までに電話で連絡
　します。

24日
こども陶芸教室

教 

室 

名

講　師：山本　渉さん

参加費：300円

定　員：20名

粘土で器を作ります。

※よごれてもよい服

　装・弁当を持参

7月
（木）

時　間：10:00 ～ 15:00

29日
フェルトマスコット作り教室

教 

室 

名

講　師：ハンドボイス

参加費：300円

定　員：20名

フェルトのマスコット
を作り

ます。
※はさみ・筆記用具を

持参

7月
（火）

時　間：9:30 ～ 11:30 30日
一 日 図 書 室 員教 

室 

名

講　師：生涯学習センター職員

参加費：無料

定　員：6名

図書室の仕事を体験し
ます。

※もっている人は図書
カード

　を持参・サンダル不
可

7月
（水）

時　間：9:30 ～ 12:00

31日
焼ドーナツ作り教室

教 

室 

名

講　師：北村　園子さん

参加費：300円

定　員：各20名

焼ドーナツに自分でデ
コレー

ションします。

※エプロン・三角巾・筆記
用具・持ち

　帰り用容器（Ａ４サイズ
位）を持参

7月
（木）

時　間：①  9:30 ～ 11:30 ②13:30 ～ 15:30 1日
こども茶道体験教室

教 

室 

名

講　師：山北町茶道同好会

参加費：100円（1回）

定　員：各20名

茶道の体験をします。

（2回コース）

※1回のみの参加も可
能です。

8月
（金） 5日（火） 時　間：10:00 ～ 12:00

6日
ストレッチ体操教室

教 

室 

名

講　師：安藤　せいこさん

参加費：無料

定　員：15名

楽しく体を動かします
。

※動きやすい服装・

　タオルを持参

8月
（水）

時　間：10:00 ～ 11:002日
パンアート教室

教 

室 

名

講　師：ハンドボイス

参加費：300円

定　員：20名

パンアートでマスコッ
トを

作ります。

※持ち物なし

8月
（土）

時　間：9:30 ～ 11:30

（小学5年生以上・経験者不可）

サマースクールのご案内
各教室とも飲み物を持参してください。

夏休み期間中、小・中学生を対象に “いろいろな事を体験しよう”
をテーマに、サマースクールを開校します。ぜひご参加ください。

生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 4

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～
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◎ 教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室 Tel（７５）３１３１までどうぞ！

本のリサイクル展【５月３１日（土）～6月８日（日）】

前回のイベントから

キャラクター弁当教室【５月２３日（金）】を開催しました！

　吉澤三奈さんを講師にお招きして、梅雨をイ
メージしたキャラクター弁当を作りました。
　簡単で可愛く見えるコツを教えてもらえた
と参加者に大好評でした。

　１階ロビーにて図書室で除籍となった古本
などのリサイクル展を開催しました。期間中、
たくさんの方々が訪れ、８３８冊もの本がリ
サイクルされました。

７月１２日（土）夏のおはなし会スペシャル
　図書室おはなしボランティア『ポケット』の皆さんによる「おはなし会」の
夏の拡大版を開催します！楽しいおはなしの世界を体験してみませんか？

場　所　２階和室
時　間　１０：３０～１１：３０
内　容　紙芝居「かっぱのすもう」
　　　　大型絵本「おばけのてんぷら」
　　　　人形劇「ねずみのよめいり」

お知らせ

7日
将来に役立つ運動ゲーム

教 

室 

名

講　師：松下　朗大さん

参加費：無料

定　員：20名

楽しく心と体を動かし
て、

運動神経の向上と仲
間作りを

いっしょにしよう！

※動きやすい服装・タオ
ルを持参

8月
（木）

時　間：10:00 ～ 11:00 8日
からくりパズル工作教室

教 

室 

名

講　師：からくり職人

参加費：600円

定　員：各20名

からくり職人のおもし
ろおか

しい工作教室。からく
り小箱

などを作ります。

※よごれてもよい服装

8月
（金）

時　間：①10:00 ～ 11:30 ②13:30 ～ 15:00

16日
絵 画 教 室

教 

室 

名

講　師：諸星　カツさん

参加費：200円

定　員：各20名

木のコースターに絵を
描き

ます。
※よごれてもよい

　服装

8月
（土）

時　間：① 9:30 ～ 11:30
 ②13:30 ～ 15:3012日

こども生け花教室教 

室 

名

講　師：小宮　満子さん

参加費：500円

定　員：各10名

小さな器にかわいくお
花を生

けます。

※はさみ・持ち帰り用
の

　袋を持参

8月
（火）

時　間：①10:00 ～ 12:00 ②13:30 ～ 15:30

（低学年は保護者同伴）

入場自由・無料

風船もらえるよ！

手品もあるよ！

みんなで遊びに来てね！
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日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

8 月
日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24
31

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

7 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

7 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 土
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 生涯学習センター
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

12 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
夏のおはなし会スペシャル 和 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

15 火 山北町写真同好会写真展（～ 27 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 関　昭男　　  ☎（75）1448

19 土
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 生涯学習センター
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

24 木
統計グラフコンクール作品展示（～ 8 月 12 日） ホ ワ イ エ ９：００ 自　由 企画財政課
こども陶芸教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

26 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
やまきたシアター『夏休みアニメ上映会』 多目的ホール １３：３０ 申込者 生涯学習センター

29 火
フェルトマスコット作り教室

（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター

ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター
30 水 一日図書室員（サマースクール） 図 書 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター

31 木 焼ドーナツ作り教室
（サマースクール） 調 理 実 習 室 ９：３０

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

８月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 金
こども茶道体験教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター
原爆パネル展（～ 3 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 総務防災課

2 土
パンアート教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

3 日 山北町歌謡連盟創立 30 周年記念
カラオケ発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 町歌謡連盟

5 火
ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター
こども茶道体験教室（サマースクール） 第 １・ ２ 会 議 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

6 水 ストレッチ体操教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター
7 木 将来に役立つ運動ゲーム（サマースクール） 多目的ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

8 金 からくりパズル工作教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

9 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
10 日 米若会ゆかたざらい 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治   ☎ 090（9959）8208

12 火 こども生け花教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

16 土
絵画教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

る い と

ひ ろ と

あ つ こ

ゆ う

鶴野南　曽　我　琉　翔（男）　亮　太・梨　沙　
　〃　　矢　島　弥　隼（男）　智　弥・　綾
宮　地　鈴　木　敦　子（女）　修　司・紀　子
湯　坂　時　田　あ　こ（女）　英　明・美代子
尺里西　杉　山　　遊　（男）　忠　司・はるな

※今回の掲載分は、平成２６年５月１６日から平成２６年６月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

中下清水　　井　上　孝　一（男）６５歳　本　人
　宿　　　小　瀬　喬　之（男）７０歳　　〃　
上本村　　小　　　芳　　（男）６０歳　　〃　
山　下　　佐　藤　　　子（女）７８歳　　〃　
山市場　　鈴　木　守　一（男）７６歳　　〃　
　畑　　　長谷川　滋　子（女）８０歳　　〃　
城　山　　池　谷　ユ　キ（女）９７歳　　勇　
越　地　　野　地　政　子（女）８６歳　晴　彦
村　雨　　中戸川　光　子（女）９０歳　　保　
山　下　　佐　藤　冨士子（女）７８歳　早　苗
谷戸諸渕　　室　伏　テ　イ（女）９３歳　　修　
玄　倉　　杉　本　　薫　（男）４６歳　　寛　 山北　099mm（079mm）

三保　148mm（123mm）
山北　21.5℃（22.5℃）
三保　16.7℃（18.3℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５87人
５，903人
１１，４90人

（　ｰ5人）
（－ｰ4人）
（－ｰ9人）

世帯数　４，２98世帯（05世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ５９件 救助 ５件

５月1日から５月3１日まで（小田原市消防本部）

清水　伸二 様 10,０００円

歴史と文化・伝統芸能の保存に関する事業
（ふるさと応援寄附金）として
埼玉県
さいたま市

匿名希望　 50,０００円
生涯学習センター図書室ＤＶＤ代金として

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　７月　５日（土）
　絵本「そらはだかんぼ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②　７月１２日（土）
　夏のおはなし会スペシャル！！
    ※詳しくは１６ページをご覧下さい。
③　８月　２日（土）
　パネルシアター「ポンポンポケット」ほか
    （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
　楽しいおはなしをたくさん用意してお待ちし
ています。ぜひお越しください。

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

ことり屋おけい探鳥双紙

虚ろな十字架

蘇活力

髪結

ライアー

梶　　　よう子

東　野　圭　吾

南　　　和　友

佐　伯　泰　英

大　沢　在　昌

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
あめあめぱらん

コロッケくんのぼうけん

江戸の象吉

ないしょのかくれんぼ

イヤムシずかん

松　成　真理子

二　宮　由紀子

太　田　大　輔

バーバラ・マクリントック

盛　口　　　満

◆ 児 童 書

　５月２２日（木）に三保幼稚園、６月５日（木）にわかば保
育園・向原保育園で行いました。
　図書室おはなしボランティアさんによるパネルシア
ターや大型絵本、人形劇などの楽しいおはなしに、園児
たちも大喜びでした。
　子どもたちの笑顔を見ることが、何よりも幸せです
と、ボランティアさん達も日々頑張っています！

出前おはなし会に　　　　
　　行ってきました！

ほか

ほか

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら

　小学校低学年の部から高等学校の部
まで、全１８冊展示しましたのでご利用く
ださい。
※貸出冊数は２冊まで、期限は１週間とな
　りますのでご注意ください。

第６０回青少年読書感想文
　全国コンクール課題図書
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町
の
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は
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行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

る い と

ひ ろ と

あ つ こ

ゆ う

鶴野南　曽　我　琉　翔（男）　亮　太・梨　沙　
　〃　　矢　島　弥　隼（男）　智　弥・　綾
宮　地　鈴　木　敦　子（女）　修　司・紀　子
湯　坂　時　田　あ　こ（女）　英　明・美代子
尺里西　杉　山　　遊　（男）　忠　司・はるな

※今回の掲載分は、平成２６年５月１６日から平成２６年６月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

中下清水　　井　上　孝　一（男）６５歳　本　人
　宿　　　小　瀬　喬　之（男）７０歳　　〃　
上本村　　小　　　芳　　（男）６０歳　　〃　
山　下　　佐　藤　　　子（女）７８歳　　〃　
山市場　　鈴　木　守　一（男）７６歳　　〃　
　畑　　　長谷川　滋　子（女）８０歳　　〃　
城　山　　池　谷　ユ　キ（女）９７歳　　勇　
越　地　　野　地　政　子（女）８６歳　晴　彦
村　雨　　中戸川　光　子（女）９０歳　　保　
山　下　　佐　藤　冨士子（女）７８歳　早　苗
谷戸諸渕　　室　伏　テ　イ（女）９３歳　　修　
玄　倉　　杉　本　　薫　（男）４６歳　　寛　 山北　099mm（079mm）

三保　148mm（123mm）
山北　21.5℃（22.5℃）
三保　16.7℃（18.3℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５87人
５，903人
１１，４90人

（　ｰ5人）
（－ｰ4人）
（－ｰ9人）

世帯数　４，２98世帯（05世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ５９件 救助 ５件

５月1日から５月3１日まで（小田原市消防本部）

清水　伸二 様 10,０００円

歴史と文化・伝統芸能の保存に関する事業
（ふるさと応援寄附金）として
埼玉県
さいたま市

匿名希望　 50,０００円
生涯学習センター図書室ＤＶＤ代金として
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来
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５月２７日（火）に川村小学校５年生
の児童が、５月２８日（水）には清水小
学校の全校児童が、それぞれ田植えの体
験学習をしました。

地域の協力者の方や地域づくり委員会
のメンバーから苗の植え方を教わった児
童は、裸足で田んぼに入り、横一列に並
んで目印に沿って、昔ながらの手作業で丁
寧に苗を植えていきました。

田植え
　　 体験
田植え
　　 体験

第４７回町球技大会

泥の感触に親しんで…

６月８日（日）、山 北 中
学校体育館とスポーツ広場
で、第４７回町球技大会が
開催されました。

当日は、ブロック対抗戦
としてバレーボール、ソフ
トボールとも各地区から７
チームが参加し、熱戦が
繰り広げられました。

バレーボールの部では、
昨年・一昨年と第 3 位で
あった岸ブロック B が、
今年は見事優勝となりまし
た。

ソフトボールの部では、
昨年は雨天中止でしたが、
一昨年の優勝に引き続き、
今年も第 3 ブロックが優
勝しました。

西丹沢山開き
５月２５日（日）、西丹沢

自然教室で登山者の安全
を祈願する西丹沢山開き式
が行われました。

当日は多くの登山者が、
シロヤシオツツジやトウゴ
クミツバツツジが咲く檜洞
丸に登頂し、西丹沢の山
歩きを楽しんでいました。

また、恒例となっている
「みんなでハーモニーの会」
によるコーラスでは、メン
バーの美しい歌声が訪れ
た方々を出迎え、山開き式
に花を添えました。

【バレーボール】
▼優　勝 ＝岸ブロックＢ
▼準優勝 ＝向原ブロック
▼第３位 ＝第３ブロック
　　　　 　清水ブロック

【ソフトボール】
▼優　勝 ＝第３ブロック
▼準優勝 ＝向原ブロック
▼第３位 ＝第２ブロック
　　　　 　岸ブロック

「子育て支援センター」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、子育て支援センターを利用し、楽しそうに遊んでい
る子どもと、その様子をやさしく見つめるお母さんを撮影しました。何か
と手のかかる子育て。でも時には息抜きも必要です。子育て支援セン
ターを活用して、上手に子育てと向き合ってみてははいかがでしょうか。


